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石綿肺を患うハ・イスクさんを囲んで
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「労働安全衛生法における胸部エックス線検
査等のあり方検討会」報告書概要

【雇入時健康診断における胸部エックス線検
査】
・従来通り実施することとする。

【海外派遣労働者に対する健康診断における
胸部エックス線検査】
海外派遣労働者に対する胸部エックス線
検査は、海外に派遣する際および帰国後の
労働者の健康管理等のため有用であるため、
従来通り実施することとする。

【結核健康診断における胸部エックス線検査】
・改正結核予防法では、定期健康診断等にお
いて、結核発病のおそれがあると診断され
た者に６ヶ月後の胸部エックス線検査等の
実施を事業者に義務づけていた規定を、医
療機関への受診を前提として当該規定が廃
止されたため、労働安全衛生法においても
同趣旨の検査を廃止する。

【じん肺法に基づく健康診断における胸部
エックス線検査】
・じん肺に関する胸部エックス線検査は、現
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在検討中の定期健康診断の胸部エックス線
検査の見直し内容に関わらず、現行どおり
毎年実施することとする。

【特定業務従事者の健康診断における胸部
エックス線検査】
・特定業務の中には、土石、獣毛等のじんあ
い又は粉末を著しく飛散する場所における
業務、坑内における業務等もあり、定期健康
診断の対象を見直す場合にあっても、特定
業務従事者の健康診断については、従来通
り年齢を問わず実施する。

【定期健康診断における胸部エックス線検査】
１）４０歳以上を対象とする。
２）４０歳未満は、医師の判断により省略
可。（有所見者等については省略不
可。）

※　労働安全衛生法における胸部エックス
線検査では、職場環境（受動喫煙）等が関
与する肺がん、結核や他の呼吸器疾患（慢
性閉塞性肺疾患：ＣＯＰＤ等）、循環器疾
患についても、中高年の発症頻度が高いま
たは高くなってきていることから、４０歳
以上に呼吸器疾患等の一般的なスクリーニ
ング検査として胸部エックス線検査を実施
することとする。
※　省略不可の対象者については、有所見
者の範囲、結核予防法に規定するハイリス
ク名事業所の従事者等、職場環境（受動喫
煙等）の問題等も念頭におき、とりまとめ
結果を裏付ける調査・研究とあわせて評価
を行うこととする。
３）ただし、４０歳になるまでは、雇入れ

時健診の後、５歳ごとを目途に節目健
診を行う。

４）見直しの実施については、
①　定期健康診断として胸部エックス線
検査が定着しており、今回の見直しは
現在の健康診断制度の大きな変更であ
るため、労働者に対し、健康確保に対
する不安が生じないように配慮する必
要があること
②　胸部エックス線検査による健康診断
については、国内外で種々の評価があ
るため、胸部エックス線検査の労働者
の健康管理に対する有効性を評価する
必要があること
等から本検討会のとりまとめ結果を明確
に裏付けるエビデンスを今後さらに得る
必要があり、科学的なデータを収集した
うえでとりまとめの内容を実施すべきと
いう意見があった。そのため、実施にあ
たっては調査・研究を行い、必要な関係
規則の見直しを行うことが適当である。

「厚生科学審議会感染症分科会結核部会報告
　結核対策の包括的見直しに関する提言」
平成１４年３月２０日

２　結核の予防対策（結核発病の予防・早期
発見）
（１）　定期健診の見直し
・ 現在、国民の多くは、学校保健法による
学童生徒の健康診断、職域における健康診
断、中高年者に対する地域健診など様々な
形態で、年に一度検査を受けており、結核
健診はその中核として位置付けられてい
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る。しかしながら、若年青年層の結核が激
減した結果、健診で発見される率が極端に
低下しており、健診を維持することは、必
要性のみならず精度管理の面からも不都合
となっている。
・上述の結果、健診のインターバルを次の
ように見直すともに、発見された患者周辺
への積極的な健診（接触者健診）の励行と
有症状受診時の迅速な診断と定期健診とを
組み合わせるといった合理的な早期発見体
制を確立すべきである。
・このことは、結核予防すなわち健診と
いった従来の医療関係者が持っていた考え
方の変革を意味するものであり、十分な啓
発や基盤整備に努めながら対応していくべ
きである。
・健診のインターバルは以下のとおりにす
ることを提言する。

（小・中学生）
・以下のような案が考えられるが、学校に
おける定期健診の廃止に当たっては、接触
者健診が徹底されるよう、また、患者受診
の遅れや診断の遅れが生じないような小児
結核に対する効果的対策の補強・強化が必
要である。

案１　完全廃止。
有症状時受診と家族等に患者が発生した
場合の接触者健診を徹底。
・現在行われているツベルクリン反応によ
る小学１年及び中学１年時の定期健診は中
止する。現在の小中学生の患者は、数的に
少なくなり、家族内感染あるいは教職員か

らの感染であることが多い。そのため、学
校における定期健診での発見には自ずと限
界があり、接触者健診を強化して確実に発
見するべきである。なお、今回の健診廃止
の主旨は、小児結核患者とりわけ、学童、中
学生患者が減少した現在にあっては、これ
らの者に対する対応は、一律的、集団的対
応から、感染源患者の周辺の接触者健診、
有症状時の早期受診、受診患者の診断の向
上に重点を移行しなければならないとの方
針の変更が周知されることが大前提であ
る。
・なお、このことにより、不必要な予防内
服を回避する等の副成果も期待できる。

案２　ツ反を用いた定期健診を、中学１年
で実施。必要により精密健診。
・案１に示すような有症状時受診と家族等
に患者が発生した場合の接触者健診を徹底
すること及び乳幼児期における初回接種の
確実な実施と、１歳６か月児、３歳児健診
時での確認を前提に、乳幼児期における初
回接種の漏れ者への対策の意味合いが強い
小学１年時の定期健診は廃止。中学１年の
ツ反を用いた健診は継続し、感染の疑いが
強い場合は、個別の精密健診を行う（ツ反
が陰性の場合でも、BCGの再接種は行わな
い）。
・この措置を維持することによって、小中
学生における従来からの健診機会を全くな
くするのではなく、１回の健診機会を残
し、激変を緩和しつつ、慎重に対応するこ
とができる。
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（１５歳以上、４０歳未満のローリスク層）
・入学時、転入時、就職時、転勤時、節目
時のみ胸部Ｘ線検査を行う。

（４０歳以上）
・現在行われている健診を維持することが
必要である。

（ハイリスク層・デンジャー層）
・年齢を問わず、発病しやすい者（ハイリ
スク層）、発病すると二次感染を起こしや
すい職業などに就労している者（デン
ジャー層）が疫学的に明らかになっている
が、現行では、健診率は極めて低い水準に
ある。そこで、これらの特定人口層への年
１回の胸部Ｘ線健診の確実な実施を強化す
べきである。また、これらの層は疫学的に
定期的に見直すとともに、施策の実施にあ
たってはいわれのない偏見差別が生じるこ
とがないような配慮が必要である。
＜ハイリスク層の例＞
＊ 長期療養施設（高齢・精神障害その
他）入院・通所者

＊ 特定まん延地域住民　（例えば、大都
市の一部特定地域）
＊ 特定住民層（ホームレス、小規模事
業所労働者、日雇い労働者、高まん延
国からの入国後３年以内の者など）等

＜デンジャー層の例＞
＊ 教員
＊ 医療従事者
＊ 福祉施設職員
＊ 救急隊員　等
・また、健診の手法としては我が国では伝
統的に胸部Ｘ線が尊重されてきたが、高齢
者や障害者で寝たきりや胸郭の変形などに
よってX線診断が困難な場合、あるいは、過
去の結核病巣の存在により現時点での結核
の活動性評価が出来ない場合などがあるた
め、積極的に喀痰検査（特に塗抹陽性の有
無）を活用することが望ましい。更に、結
核への暴露の危険性が特に強い一部職種に
あっては、基準値を得ておくため、ツベル
クリン反応検査を併用することが推奨され
る。
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2007 年03 月26 日
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「民衆の声」2007 年04 月20 日

「民衆の声」2007 年4月26 日
（翻訳：中村猛）
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